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政策手段としての国家森林プログラム

 国家森林プログラム
（National Forest Programmes）とは、
国家が策定する包括的な森林政策の枠組み
(comprehensive forest policy frameworks)
である。

- Report of the Ad Hoc Intergovernmental Panel
on Forests on its fourth session, 1997
E/CN.17/1997/12 para 8



政策手段としての国家森林プログラム

 Agenda 21, Chapter 11 Combating Deforestation

( UNCED 1992 ) において、国家は、森林の管理、

保全と持続可能な開発のために、

“national forestry action programmes and/or

plans” の策定、施行の作業をすべきである、

と書かれている。



政策手段としての国家森林プログラム

 熱帯林行動計画（Tropical Forests Action 
Programme) の試みから学んだ２つの教訓

１．森林政策の策定にあたっては、森林に関連する

全てのセクターを分析すべきである。

２．森林政策の策定にあたっては、ＮＧＯや地元

住民の参画を重視すべきである。



政策手段としての国家森林プログラム

 持続可能な森林管理のための国家間交渉プロセス

 国連環境開発会議（地球サミット）
１９９２年

 ＩＰＦ（森林に関する政府間パネル）
１９９５～９７年

 ＩＦＦ（森林に関する政府間フォーラム）
１９９７～２０００年

 ＵＮＦＦ（国連森林フォーラム）
２０００～２００５年



政策手段としての国家森林プログラム

 国家間交渉プロセスの内容
（ＩＰＦ第４回報告書 ECN.17/1997/12 より）

 ＰＥⅠ： 国家森林プログラムの策定など、
国連環境開発会議における決定事項の施行

 ＰＥⅡ：財政援助 技術支援
 ＰＥⅢ：科学研究 森林評価 Ｃ＆Ｉの策定
 ＰＥⅣ：貿易と環境の問題
 ＰＥⅤ：国際機関 法的拘束力をもつ制度

PE: Programme Element
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政策手段としての国家森林プログラム

 国家森林プログラムの基本要素

 国家主権と国のリーダーシップ

 パートナーシップ

 参加

 全体的、セクター横断的アプローチ

 長期的に反復されるプロセス

 能力の形成



政策手段としての国家森林プログラム

 国家森林プログラムの基本要素（つづき）

 政策や機構の改革

 国内外における政策的枠組みの一貫性

 意識の向上

 国内での参加活動

 国際的な参加活動



政策手段としての国家森林プログラム

 国家森林プログラムの役割

 目指すべき目標（Ｃ＆Ｉ）を設定する

 意思決定を利害関係者の参画によって行う

 森林の諸側面を包括して政策を策定する

 学習しながら反復するプロセスを形成する

 地球、国、地域レベルの整合性を保持する


